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  2024 年３月 26 日 

各 位 

会 社 名 I T b o o k ホールディングス株式会社 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 前  俊守 

 （コード：1447、東証グロース）

問合せ先 執行役員管理本部長兼ＣＦＯ 野間  崇 

  （電話番号：03‐6770‐9970）

 

 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）の通期

連結業績予想について、下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

2024 年３月期 通期連結業績予想の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 34,400 1,000 900 500 20.7 

今回修正予想

（Ｂ） 
29,100 770 710 165 6.8 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,300 △230 △190 △335 - 

増減率（％） △15.4 △23.0 △21.1 △67.0 - 

（ご参考）前期実

績（2023 年３月

期） 
30,528 739 708 162 6.93 

      

２．修正の理由 

人材事業（技術者派遣）およびシステム開発事業において、昨今のＩＴ人材の不足により当初

予定していたエンジニアの採用が進まず、案件獲得に影響し、売上高は計画を下回る見込みとな

りました。（計約 17 億円） 

地盤調査改良事業において、上半期は堅調であったものの、下期は注文住宅市況の悪化による

住宅販売低迷の影響、東北地方の降雪による稼働率の低下、大型案件の期ずれおよび失注が重な

り売上高は当初の計画を下回る見込みとなりました。また、地盤調査改良事業の不動産事業にお

いて、造成業者による販売用不動産の造成工事の着工延期や住宅地の市況低迷が重なり、当初の

販売計画を大幅に下回る結果となしました。（計約 27 億円） 

建設テック事業において、販売代理店との契約が進まず、当初の販売計画を下回る結果となり

ました。（約４億円） 
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また、連結売上高の減少に伴い、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益

が減少したこと、および 2024 年１月 23 日付適時開示「証券取引等監視委員会による課徴金納付

命令の勧告および特別損失発生についてのお知らせ」ならびに 2024 年３月 15 日付適時開示「金

融庁による課徴金納付命令の決定について」に記載の特別損失１億 929 万円を考慮した結果、期

初の想定を下回る見込みとなったため、業績予想を修正いたします。 

 

３．中期経営計画に関して  

2022 年５月 16 日付適時開示「中期経営計画の変更のお知らせ」に記載のとおり、2025 年３月

期の計画数値を公表しておりますが、この度の修正を鑑み、最終期である 2025 年３月期の数値を

見直す予定です。 

2025 年３月期の業績予想に関しましては 2024 年５月 15 日公表予定の決算短信での公表を予定

しております。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現在時点において入手可能な情報に基づき作成したもので、 

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以上 

 

 


